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 道徳教育の現状について、平成 24 年度の「道徳教育実施状況調査」（文科省）をみると、「道徳
の時間」の「平均授業時数」は小学校が 35.7 時間、中学校が 35.1 時間である。また、「全体計画」
や「年間指導計画」を作成している割合は、小中ともに 99%を超えている。平成 10 年度の「道徳
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規範の共有）」との関連構築の視点からこの難問 aporiani を解こうとしている。 
 現実の学校では、一方で子どもたちは「「児童生徒」として、学校が教育目的を達成する上で必
要とする「秩序」の枠組みに従うことを求められる」（教師の作為による秩序空間）が、他方では
「子どもたちが水平な相互関係において」「いわば「疑似主体（準主体）」として」「自主的、実
践的な活動を展開する（可能性がある）」（子どもたち同士の自治空間）。学校が「教育空間」と
して機能しうるためには、「「道徳教育」と「特別教育」との相互補完的な展開を通して」この二
つの「空間」を「同時に成立」させる可能性を求めることになる。これには「子どもたちの「主体
的」な「合意」形成に開かれた学級経営が実現できるかどうか」が大きな実践的な課題となってく
る。道徳教育の教科化による「新たな局面」はこの課題解決に果たして適合的かどうか、これが大
隅論文が提示している新たなる問題の所在（論題）である。 
  翻って私の研究･実践テーマである教育相談を考えるとき、今も中心になるのは個別相談である。
心理教育的援助サービスをより広くとらえれば、グループ（集団面接）による直接的な援助やコン
サルテーション、コーディネーション、コラボレーションといった間接的な援助サービスも当然入
りうる。個性と社会性の統合という論題も学校という時空間ではもっと学級経営（特別活動）との
関連で新しい展開が出てくるものと思われるのである。 
 
